
　　　　　　　　　　　　　　　長谷川昭一先生

１．はじめに

　１９９２年５月８日より６月１２日まで、ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）より派遣

され、バングラデッシュのミャンマー難民キャンプで活動してきた。４月１０日入国した

第１次医原隊のあとをうけ、プロジェクトの円滑な遂行を図るためである。

　個人的には、２年前タイのミャンマー国境を訪ね難民キャンプで少数民族の人や学生た

ちと会ったことがあり、もう一度ミャンマー問題を見つめなおし、彼らのためになにかで

きることはないかと思ったからである。

３．概要

　ミャンマーは国土面積６８万平方ｋｍ（日本の約１．８倍）、人口は約４０００万人の

国である。民族は約３分の２がミャンマー（狭義のビルマ族）で、ほかは少数民族である

。宗教は約９０％が仏教で、キリスト教、イスラム教はそれぞれ４－５％である。

　１９６２年以来軍事独裁政権下にあり、国民（とくに少数民族）は相当ひどい抑圧を受

けてきた。１９８８年反体制運動が激しくなる中、犠牲者も多くでる。１９９０年５月総

選挙が実施され、国民民主連盟（ＮＬＤ）が圧勝した。その後政府は政権委譲を拒否し、

現在にいたっている。

　ロヒンジャー族はベンガル地方出身の移民で、宗教はイスラム教である。今回の問題に

は、少数民族と宗教という二重の意味の差別、迫害があったものと思われる。

３．現状

　９２年２月から急増したミャンマー難民（ロヒンジャー族）は、６月７日には２６万８

１３４入に達し、この時点でも一日難民流人数は約２００人を数えた。

　キャンプは１６箇所あり、コックスバザール～テクナフをむすぷ幹線道路添い約６０ｋ

ｍの間に散在している。わたしが離れる時点で、９万３３人にはｓｈｅｌｔｅｒがなく、

木の葉やビニールでおおっただけの小星にすんでいた。新しいキャンプでは便所や井戸も

不十分で、雨季に備えた流水溝づくりも遅れていた。

　各キャンプには政府から派遣された役人が勤めるｏｆｆｉｃｅ、保健省管轄の診療所、

３～４のＮＧＯがあり共同して救援にあたっている。また治安のため軍人が常駐し

ており、最近増員された模楳である。

　当初５月１５日から始まる’予定だった難民帰還は中止となり、その後の両国間の交渉は

難航している。難民たちも彼らの人権と自由が確保されないかぎり戻らないといっている

ので、当分の間この問題はつづくものと思われる。

４．健康状態

　今年は雨季が遅れており、わたしがいる間は連日暑い日がつづいていた。このため、恐

れていた重大な伝染病が流行するような事態はさけられていた。

　全体として、後述するように貧血、皮膚病、栄養不良症、下痢性疾患が多くみられた

。また腹部が膨満んしたこどもが半分以上もいて、寄生虫問題の大きさを思わせた。頚部

のリンパ節が腫大したこどもも時折みられた。

　死因としては、これも後述するように栄養不良症、下痢性疾患、呼吸器感染症による

ものが多く、複雑にからんでいると思われた。

　各診療所では一日２００～４００人の外来患者を診ているが、今後雨季が本格化すると

現状では相当数の死者がでる可能性があると思われる。
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５．我々の活動

　現地では、ＡＭＤＡバングラデッシュのＤｒ１人、コーディネーター１人、ヘルスワー

カー３人（新たに２人雇用した）にくわえ、我々日本人医師も協力し総勢６～７人のチー

ムで活動した。これにより寄生虫駆除に加え、衛生教育のプログラムも充実させることが

可能となった。

　寄生虫駆除は駆虫薬（levaliso1 2.51g/kg）にliquid paraffinを併用するもので、一回

投与とした。その場でかならず飲ませるようにした。

　衛生教育のほうは、駆虫薬投与前に寄生虫の生活史、水、トイレについて大型の絵を使

いながら簡単に１ｅｃｔｕｒｅをするという方式をとった。

　第一次医療隊が４月２５日よりはじめたDhoapalongキャンプ（人口１７３８０人）にお

けるプロジェクトは５月３０日完了した。６ヵ月から１２才までのこども５３６７人をカ

バー｀した。６月２日よりDechuapalong 1（人口４９８３人）にて活動を再開したが、資

金、教育効果などを検討し今度は家族全員を対象とすることにした。８日までに診た迂）は

８４６人である。

　この間他の疾病に気付いた際は、近くの診療所に紹介した。

　また各種のミーティングにも積極的に参加し、報告と提言をおこなった。

６．活動の評価

　１）寄生虫駆除

　駆虫薬投与後８－９日目に、２５４人のこどもを対象に調査を実施した。寄生虫が便中

に確認されたものは１４６人、５ ７．５％であった。寄生虫がでても気が付かなかったり

、親が確認し損なったりする場合もありうるので、実際にはもう少し高いと思われる。

　また駆虫薬による副作用は認められなかった。

　２）衛生教育

　難民５０人に衛生教育前後で聞き取り調査をした。その結果、水やトイレにかんするポ

イントはだいたい理解できたようであったが、寄生虫の生活史のほうは少々難しいようで

あった。

７．現在の問題点

　１）難民の帰還のめどがたっていないので、どの段階で再評価しいつまでプロジェクト

を続けるかが難しい

　２）バングラデッシュ、日本ともＤｒの確保が容易ではない

　３）衛生教育の方法、内容とももう少し工夫が必要である

　４）対外活動、とくにマスコミにどうアプローチしていくか、ここしばらくミャンマー

難民問題はほとんど忘れ去られたかの感さえある

８．感想

　国際協力の分野に関心を持って以来ずいぶん時間がかかった。やっとここまできたかと

いう感じである。

　現地でまず感じたのは、思っていたとうりひどいということである。日本でよく使うゴ

ミ袋のビニールでおおっただけの小屋が見渡すかぎりつずいているのを見るとさすがにう

なってしまった。トイレや井戸がまったくないような地区もあるのである。

　こどもたちの栄養状態は一般に悪く、アフリカの飢餓の際見られた極度の栄養不良状態

のこどもも見られ、暗喩たる気持ちになった。
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ム
巾
民
に
よ
る
海
外
臨
月
の

会
」
は
約
一
億
円
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
次
大

戦
中
の
欧
州
に
米
国
か
ら
郵
便

タ
イ
経
済
は
日
本
企
業
が
直
　
小
包
を
送
る
厘
動
か
ら
出
発
し

イ
ン
ド
シ
ナ
ヘ
活
動
拡
大

バンコクのスラムは約1600ヵ所、

約150万人が佳むといわれる
　　　　　　　　＝クロントイで

接
投
資
を
集
中
さ
せ
た
結
果
、

こ
の
数
年
で
急
成
長
し
た
。
欧

米
の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
の
中
に
は
「
タ
イ

は
雙
か
に
な
っ
た
」
と
し
て
、

ス
ラ
ム
で
の
援
助
を
引
き
揚
け

る
例
が
目
立
つ
と
い
う
。

　
　
「
転
換
期
な
の
は
活
動
の
場

所
だ
け
で
は
な
い
。
欧
米
の
有

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
本
の
資
金
を
狙

っ
・
で
猛
烈
に
働
き
か
け
て
い

る
。
現
状
で
は
、
資
金
や
人
材

が
不
足
し
て
い
る
目
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
宅
き
残
る
の
は
難
し
い
≒

た
「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
（
ケ
ア
ブ
ー
の

組
織
は
出
資
副
十
▽
刀
国
、
援

助
対
象
四
七
汗
刀
国
に
の
ほ

り
、
国
際
ス
タ
ッ
フ
約
八
日
屁

十
人
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
約
七
千

八
を
抱
え
る
。

　
資
金
は
ケ
ア
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
米
国

際
開
発
庁
か
ら
得
て
い
る
Ｏ
Ｄ

Ａ
が
主
力
。
こ
れ
が
仲
ぴ
悩
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
八
七
年
に

つ
く
っ
た
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
で

目
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
忿
浸
瀞
を
め

ぎ
し
て
い
る
。

　
欧
州
の
戦
災
孤
児
の
救
済
か

ら
始
ま
っ
た
英
国
発
祥
の
多
国

籍
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ

ル
ド
レ
ン
」
も
八
八
年
、
大
阪

青
年
会
議
所
を
受
け
肌
と
し
て

日
本
に
進
出
、
今
年
四
川
に
は

康
京
に
も
事
務
所
を
膚
え
乍

契
国
組
織
の
総
裁
で
あ
る
ア
ヽ
ｙ

王
女
の
支
持
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
新
聞
広
告
な
ど
で
強
調
し

な
が
ら
、
個
入
や
く
に
認
の
が
け

資金集めは

欧米と競合

を
募
っ
て
い
る
。

　
米
国
に
本
部
を
遣
く
「
フ
オ

ス
タ
ー
・
プ
ラ
ご
は
日
本
進

出
が
八
四
年
と
比
較
的
早
く
、

ム
）
　
」
や
フ
ラ
ン
ス
の
図
境

な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
こ
Ｉ

い
っ
た
有
名
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
目
一

本
進
出
を
検
討
中
と
い
う
。

　
目
本
の
「
寄
付
市
場
」
は
、

定
期
的
に
寄
付
を
す
る
個
人
、
が

卜
与
瓦
に
爾
た
な
い
と
い
わ
か

る
。
欧
宋
側
は
‐
‐
‐
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
に
但

は
ス
ピ
ー
ド
上
ス
ケ
ー
吋
い
貼

ｙ
９
イ

柴
拍
‥
だ
け
て
は
無
作

　
ケ
ア
・
ジ
ャ
ペ
ン
こ
座
ぐ

性
を
強
調
、
働
き
か
け
次
毫
で

奇
吋
も
増
え
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
郷
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
伺

　
目
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
匍
す
る
追

い
こ
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
期
待
も
利
き

い
。
「
タ
イ
・
ボ
う
ヽ
ｙ
テ
ィ
バ

・
サ
ー
ビ
ス
」
の
テ
ノ
こ
・

ブ
ム
カ
チ
ャ
ー
事
務
局
腿
は
、

一
〇
Ｄ
Ａ
が
道
路
や
ダ
ム
で
ハ

な
く
、
国
民
の
大
部
分

を
占
め
る
農
村
の
件
民

に
届
く
よ
う
に
、
川
水

の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
に
協

ハ
を
求
め
た

回
と
訴
え
て

い
た
。

い
ま
は
日
本
で
約
四
万
三
千
九

の
「
親
」
を
擁
し
、
年
間
約
二

十
政
直
円
を
集
め
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
を
ド

に
対
象
と
す
る
英
国
発
祥
の

「
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ａ
Ｍ
（
オ
ク
ス
フ
…
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